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ESR (電子スピン共鳴)法は，フリーラジカルや選移金属中心の研究に幅広く用いられている O 従来， ESR 信号の
観測に用いられてきた定常波 (cw) 法は スペクトルを磁場方向にしか展開できないため類似した常磁性種による
スペクトルの重なりや双極子相互作用による不均一な広がりが生じた場合それ以上の解析は不可能であった。一方，














た。 cw 法とパルス法で、見積られたスピン濃度の比較から E' 中心は母体中に均一に分散していることがわかった。




パルス ESR 法は，種々の優れた特徴をもち，定常的 ESR 法に代わって広範な利用が期待される。水田君は，パル
ス ESR 測定上の各種問題点を検討し新しいパルス技術の利用によりこれを解決して高性能測定装置を試作した。
さらに，本装置を使用して，シリカガラス中に 7 線照射によって生成する E 中心のスピンエコーを観測しスピン緩
和機構に関する新しい興味ある成果を得た。よって本研究論文は，博士(理学)の学位論文として十分価値あるもの
と認める。
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